
１．西いぶり定住自立圏 （本編１ページ）１．西いぶり定住自立圏 （本編１ページ）

●定住自立圏構想とは、人口5万人以上など要件を満た
す「中心市」が近隣市町と協定を結び、連携と役割分
担のもと、定住のための暮らしに必要な諸機能を確保
するとともに、地域資源を活用した経済の活性化と交
流の促進を図り、圏域として魅力あふれる地域の形成
を目指すものです。

●西いぶり地域では、室蘭市が中心市となり、2010
（平成22）年に登別市・伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞
爺湖町との間で定住自立圏形成協定を締結しました。
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２．西いぶり定住自立圏共生ビジョン （本編１ページ）２．西いぶり定住自立圏共生ビジョン （本編１ページ）

●定住自立圏形成協定に基づき、関係市町が連携して推進する取り組みについて、内容や実
施スケジュール、事業費見込みなどを記載する計画です。

●2021（令和3）年に策定した共生ビジョンの計画期間終了（～2025（令和7）年度）に伴
い、これまでの取り組みや課題を踏まえ、このたび2026（令和8）～2030（令和12）年
度の５年間を計画期間とする共生ビジョンの改訂を行います。

３．定住自立圏事業のこれまでの取組 （本編４ページ）３．定住自立圏事業のこれまでの取組 （本編４ページ）

●「医療・保健」「福祉」「防災」「産業振興」「環境」「教育」「ICTネットワーク」
「地産地消」「住民交流・移住促進」「人材育成」の10の協定分野について、各種連携事
業に取り組んできました。

【主な事業】
患者情報を共有する医療システムの利用促進、保育士等人材バンクの広域化、一斉不
法投棄防止パトロールなど環境活動、スポーツ交流会・文化事業の合同開催、圏域へ
の移住促進、合同での職員研修 など

４．共生ビジョン改訂のポイント・新たな取組４．共生ビジョン改訂のポイント・新たな取組

●2016（平成28）年の改訂時に協定分野の追加・変更を行い、幅広く連携事業に取り組ん
できた一方で、少子高齢化の進行や大都市圏への人口集中等により圏域人口は減少が続い
ており、住民が安心して暮らし、圏域として魅力あふれる地域を形成するためには、中心
市と各市町の連携と役割分担のもと事業の精査と実効性ある取組の推進が求められます。

圏域の将来像

まちの光が奏で合い、暮らしが輝き、未来を拓く西いぶり

５．定住自立圏の形成により目指す圏域の将来像 （本編１６～１８ページ）５．定住自立圏の形成により目指す圏域の将来像 （本編１６～１８ページ）

西いぶり定住自立圏では、一つ一つのまちの輝きをさらに高めながら、住民が安心して
暮らし、人・物・文化の交流により魅力を高め、未来に向けて確かな歩みを進めることを
目的に、目指す将来像の実現に向かって、以下の方針のもと圏域のまちづくりを進めます。

【圏域総人口の将来展望】

◆ 地域産業の振興と人の流れの創出による圏域の活性化
新商品の開発・販路拡大や人材確保にかかる支援を通じた企業の活性化支援、地域資

源を活かした広域観光の推進や移住促進などに連携して取り組み、定住・交流人口の増
加につながる「ひと」の流れを創出し、圏域の活性化を目指します。

◆ 安心で元気に暮らせる住みよい地域づくり
圏域内の医療機関の連携による地域医療体制の充実や、高齢者や障がい者、子育て世

帯など誰もが安心できる地域福祉の推進、防災体制の充実、脱炭素社会の実現に向けた
環境意識の向上、ICT利活用推進による住民サービス向上に連携して取り組みなどに取
り組み、安心で元気に暮らせる住みよい地域づくりを目指します。

◆未来を拓き地域で活躍する人材の育成
圏域の特性や資源を活かした学校教育活動の推進や、広域的な生涯学習活動の展開と

住民の交流促進、合同研修による自治体職員の能力向上などにより、圏域の未来を拓き
地域で活躍する人材の育成を目指します。

上記方針に沿った取組により、圏域全体の将来人口については、各市町の人口ビジョ
ンにおける将来展望を踏まえ、下図のとおり展望します。

各市町との連携・役割分担などの基本理念は現行の共生ビジョンを継承しつつ、社
会情勢の変化などを踏まえ、連携分野の追加や取組内容の見直しを行い、圏域の活性
化に向けて取り組んでいきます。

現行の協定分野については、現在取組中の事業継続を基本とし、取組項目の変
更は行わないが、これまでの実施効果や課題、各市町の総合戦略、社会情勢な
どを踏まえ、必要に応じて個々の事業内容や重要業績評価指数（KPI）の見直
しを行い、各分野における取り組みの充実を図っていきます。

圏域内では、通勤、通学、通院等で日常的に市町間の移動が行われていますが、
近年は運転手不足や路線バスの減便など公共交通を取り巻く環境は大きく変化
し、地域住民の生活を支える移動手段の維持・確保が喫緊の課題となっている
ことを踏まえ、『地域公共交通』を新たに協定分野として追加し、安心し
て暮らせる圏域の実現に向けて、各市町と連携して取り組んでいきます。

（人）
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西いぶり定住自立圏共生ビジョン（素案）概要版西いぶり定住自立圏共生ビジョン（素案）概要版 概要版と素案本編を対比できるよう、
各見出しに「本編〇ページ」と記載しています。

《問合せ》 室蘭市企画財政部企画課
（ 0143-25-2181）



６．定住自立圏事業の体系【R8～R12（5年間）】 （本編１９～４０ページ）６．定住自立圏事業の体系【R8～R12（5年間）】 （本編１９～４０ページ）

※ は追加した連携分野。事業内容・KPIの下線部は追加・変更。

政策分野 協定分野 協定事項 具体的取組 【主な事業内容】 重要業績評価指数（KPI）

・再生可能エネルギー利用促進に向けた情報発信や講演会開催［6市町］
・公共・民間施設への再生可能エネルギーの導入促進［6市町］

再生可能エネルギー等導入に向けた普及啓発等事業数
［現状値］3事業（R3～R6年度平均）
［目標値］現状より増加（R8～R12年度平均）

・六市町合同一斉不法投棄パトロール［6市町］
・不法投棄防止強調月間での統一「ポスター、幟、看板」設置［6市町］

不法投棄対策件数
［現状値］28件（R3～R6年度平均）
［目標値］現状より増加（R8～R12年度平均）

(2) 再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの導入促進 ⑪再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ導入促進事業

・環境イベントの開催や環境白書の公表など意識啓発事業［6市町］
・環境に関する講演会や小中学校への出前授業など幅広い世代を対象とした環境学習
 の実施［各市町］
・省エネ型街路灯設置助成等による環境意識の啓発［各市町］
・フードドライブや食品ロス削減に向けた啓発［6市町］

各種啓発事業数
［現状値］21事業（R3～R6年度平均）
［目標値］現状より増加（R8～R12年度平均）

⑩不法投棄防止啓発事業

５．環境 (1) 地域環境関連活動の推進 ⑨環境意識啓発事業

(2) 広域観光の推進 ⑧広域観光推進事業

・企業等への助成や創業支援等による地域産業の活性化［6市町］
・若年者等の就職支援や企業等の人材育成等による地域産業の活性化［6市町］

地域産業の活性化に向けた支援事業に取り組んだ件数
［現状値］27事業（R3～R6年度平均）
［目標値］現状より増加（R8～R12年度平均）

・防災機能の充実強化［6市町］
・圏域職員及び住民を対象とした研修会、講演会その他防災に関する催事の
 共同開催［6市町］

自主防災組織等による防災訓練等への参加人数
［現状値］9,443人（R6年度）
［目標値］現状より増加（R12年度）

・登別洞爺広域観光圏協議会等負担金による各種事業［6市町］
・交流人口拡大につながる広域的な拠点施設の整備および維持管理［各市町］

観光入込客数
［現状値］1,045万人（R6年度）
［目標値］1,182万人（R12年度）

・子育て支援員研修会広域連携事業［6市町］
・保育士等人材広域バンク事業［6市町］
・保育所広域入所事業［6市町］

子育て支援員研修会受講者数
［現状値］37人（R7年度）
［目標値］185人（R8～R12年度）

バンク新規登録者数
［現状値］2人（R6年度）
［目標値］50人（R8～R12年度）

３．防災 (1) 地域防災体制の充実 ⑥西胆振防災体制構築事業

⑤子育て支援の充実推進事業

４．産業振興 (1) 地域産業の振興 ⑦地域産業の活性化支援事業

口腔がん検診受診者数
［現状値］181人（R6年度）
［目標値］835人（R8～R12年度）

２．福祉 (1) 地域福祉の推進 ④安心して暮らせる地域づくり推進事業
・室蘭成年後見支援センター[西いぶり2市3町]運営委託［室 登 豊 壮 洞］
・市民後見人養成講座［室 登 豊 壮 洞］
・女性シェルター活動支援［室 登 伊］

成年後見支援センター相談件数
［現状値］116件（R6年度）
［目標値］600件（R8～R12年度）

(2) 健康づくりの推進 ③がん対策推進事業 ・口腔がん検診普及推進事業［6市町］

・医師・医療機関間連携システムの周知啓発事業［6市町］
連携システム住民登録数
［現状値］36,258人（R6年度）
［目標値］40,000人（R12年度）

②救急医療対策事業
・広域救急医療対策事業［6市町］
・小児救急医療支援事業［6市町］
・周産期医療確保事業［6市町］

広域救急医療実施機関数
［現状値］7機関（R7年度）
［目標値］7機関（R12年度）

ア．生活機能の強化 １．医療・保健 (1) 地域医療体制の充実 ①医師・医療機関間連携促進事業

西いぶり定住自立圏共生ビジョン（素案）概要版西いぶり定住自立圏共生ビジョン（素案）概要版 概要版と素案本編を対比できるよう、
各見出しに「本編〇ページ」と記載しています。
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※ は追加した連携分野。事業内容・KPIの下線部は追加・変更。

西いぶり定住自立圏共生ビジョン（素案）概要版西いぶり定住自立圏共生ビジョン（素案）概要版 概要版と素案本編を対比できるよう、
各見出しに「本編〇ページ」と記載しています。
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政策分野 協定分野 協定事項 具体的取組 【主な事業内容】 重要業績評価指数（KPI）

科学教育等実施数
［現状値］15回（R6年度）
［目標値］75回（R8～R12年度）

広域総合学習実施校数
［現状値］25校（R6年度）
［目標値］125校（R8～R12年度）

６．教育 (1) 広域学校教育の推進 ⑫広域学校教育推進事業
・科学教育等推進事業［6市町］
・広域総合学習推進事業［6市町］

(2) 広域社会教育の推進 ⑬広域社会教育推進事業

イ．結びつきやﾈｯﾄﾜｰｸの強化 7．地域公共交通 (1) 地域公共交通の維持確保 ⑭地域公共交通維持確保事業
・生活交通路線維持確保事業［6市町］
・地域公共交通担い手不足対策事業［各市町］
・地域公共交通利用促進事業［各市町］

・合同文化事業、スポーツ交流会等開催事業［6市町］
・イベントカレンダー等周知啓発事業［6市町］
・生涯学習人材バンク等人材活用推進事業［6市町］
・広域的な生涯学習拠点の整備および維持管理［室］

合同文化事業入場者数
［現状値］3,209人（R3～R7年度）
［目標値］現状より増加（R8～R12年度）

スポーツ交流会参加者数
［現状値］141人（R7年度）
［目標値］750人（R8～R12年度）

公共交通充足指数
［現状値］100P（R7年度）
［目標値］110P（R12年度）

8．ICTネットワーク (1)行政情報ネットワークの推進 ⑮行政情報ネットワーク推進事業

9．地産地消 (1) 地場産品の消費拡大 ⑯西いぶり食の魅力向上事業
西いぶり食材のPRイベントなど地産地消の取組数
［現状値］16件（R6年度）
［目標値］80件（R8～R12年度）

・西いぶりICT利活用推進事業［6市町］
・図書館ネットワークサービス広域化事業［室 登 伊］
・学校図書システム広域化事業［室 登］

ICT利活用促進に向けた取組回数
［現状値］1件（R7年度）
［目標値］現状より増加（R12年度）

所蔵館以外での図書貸出件数
［現状値］29,800件（R6年度）
［目標値］現状より増加（R12年度）

・圏域内イベントへの地場産品出展等啓発事業［6市町］
・安全安心な地元農水産物の供給推進事業［各市町］

西いぶり活動団体連携促進事業新規登録数
［現状値］－
［目標値］10件（R8～R12年度）

三市合同施設見学会参加者アンケートによる「とても良い」
「良い」の評価
［現状値］82.3％（R3～R6年度平均）
［目標値］現状より増加（R8～R12年度平均）

10．住民交流・移住促
進

(1) 住民交流の促進 ⑰住民交流・相互理解促進事業
・西いぶり活動団体連携促進事業［6市町］
・三市合同施設見学会開催［室 登 伊］

・西いぶり「生涯活躍のまち」構想推進事業
 （オンライン相談会や出会いの場支援事業）［6市町］

(2) 移住定住の促進 ⑱多世代の移住促進事業

ウ．圏域ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ能力の強化 11．人材育成 (1) 人材育成の推進 ⑲合同職員研修事業

移住問い合わせ件数
［現状値］216件（R3～R6年度平均）
［目標値］現状より増加（R8～R12年度平均）

出会いの場支援事業によるマッチング数
［現状値］－
［目標値］30組（R8～R12年度）

合同職員研修参加者アンケートの「非常に良かった」
「良かった」の割合
［現状値］87.8％（R6～R7年度平均）
［目標値］90％（R12年度）

・合同職員研修事業［6市町］
・室蘭工業大学との連携研修事業［6市町］


